
　2012年1月，日立製作所と株式会社日立ハイテクノロ
ジーズは「電界放出形電子顕微鏡の実用化」で，電気・電子・
情報・通信関連分野の世界最大の学会である IEEEより，
IEEEマイルストーンに認定いただきました。また，半世
紀以上にわたる電子顕微鏡とその応用製品の開発におい
て，日立は大河内記念賞や米国R&Dマガジン社の
R&D100Awardsなど，多数の賞をいただくことができま
した。これもひとえに関係各位のご指導，ご協力の賜物で
あり，感謝の念に堪えません。本号ではこの電子顕微鏡開
発の歴史を振り返りながら，電子顕微鏡を中心に，日立の
計測技術と社会・産業分野への取り組みを特集いたしまし
た。
電子顕微鏡は1931年にドイツで発明されましたが，

1939年には日本でもその開発に着手，1941年にはプロト
タイプが開発されました。日立製作所もその開発に当初か
ら携わり，当時より産学官連携というオープンイノベー
ションを実践し，その後もさまざまな分野に活用先を展開
して，電子顕微鏡の発展に貢献してまいりました。本誌 

『日立評論』では， 1942年に執筆された，試作機による実
験結果と考察を紹介する論文をはじめとし， 80編以上の論
文を掲載しております。そこからは，先人達の洞察の深さ，
科学技術の発展に向けた計測技術開発への想いを感じると
ともに，日立の企業理念にある「優れた自主技術・製品の
開発を通じて社会に貢献する」という精神が，脈々と受け
継がれてきたことをうかがい知ることができます。
科学技術は計測技術の進歩とともに発展する，と言われ
ます。特に実証試験においては，精度や感度はもちろんの
こと，試料の準備や測定環境の整備なども大きな課題で
す。物理現象，ライフサイエンスにおける未知の現象の解
明などで活躍してきた電子顕微鏡ですが，昨年大きな話題
となった小惑星イトカワの分析では，独立行政法人宇宙航
空研究開発機構（JAXA）のご指導の下，宇宙環境をそのま
ま再現した計測を行いました。この取り組みを通じて，宇
宙に関する知見を増やすことへもご協力することができた
のではないかと思います。
日立グループではこのほかにも，脳内活動の計測や人間
行動の計測など，幅広い「測る」技術により，社会イノベー
ションの進展に向けた研究開発を推進しています。本特集
でご紹介した日立グループの先端技術開発と各種ソリュー
ションが，読者の皆様のご参考となり，お役に立てば幸い
です。
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「見えないもの」を見えるようにすることは，古くから科学の大きなテーマである。
例えば目に見えない微細な世界を見るため，顕微鏡技術の革新は積み重ねられてきた。

「見えないもの」は微細な世界だけにとどまらない。
体の中の活動，意識しない毎日の行動，ビジネスの動き，そして地球環境の変化や宇宙の成り立ち……。

多様な「測る」技術が，見えないものごとを可視化して「知ること」を支えている。そして「測る」技術は「つくること」にも欠かせない。
長年にわたって多様な分野で活用され，社会に貢献してきた日立の計測技術──

さまざまな「測る」技術が，世界を変え，未来をひらいていく。
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❶ホログラフィー電子顕微鏡
❷卓上顕微鏡 Miniscope 「TM3000」
❸走査電子顕微鏡「SU9000」
❹収差補正走査透過電子顕微鏡「HD-2700 」
❺集束イオン／電子ビーム加工観察装置「NB5000」
❻「nanoart」金鯱

2010年（第66回）
日本顕微鏡学会写真コンクール
最優秀作品賞受賞作品

〈作品説明〉
　眩い輝きを放つ金鯱。シリコンウェーハから
FIBマイクロサンプリング法で高さ約10 μm
の試料を摘出し，3D解析ホルダーを用いて
金鯱を作製しました。
　守り神として，また豊かさの象徴として尾
張名古屋に根付いた金鯱は，FIBの加工技術
によってミクロンオーダーになっても輝きを
失いません。 

❻

独立行政法人科学技術振興機構の戦略的基礎研究推進事業の一環として，東京大学と共同で開発
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❼ ❽
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❼超小型・超高感度光干渉変位センサー
❽新型測長SEM「CG5000」
❾新型HPLC「Chromaster」
10衛星画像による水稲収量のリモートセンシング例
11超小型頭部近赤外線光計測装置
12「ビジネス顕微鏡」名札型センサー
13ウォークスルー型爆発物探知装置

❾

12

11

文部科学省「安全・安心科学技術プロジェクト」で開発

独立行政法人科学技術振興機構の研究成果展開事業
の一環として，東北大学と共同で開発
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日立グループの映像ポータルサイト「Hitachi Theater」
http://www.fi lm.hitachi.jp/

「Hitachi Th eater」は，日立グループの映像ポータルサイトです。
日立グループが取り組むビジネスやサービス，
技術をわかりやすく解説するオリジナル映像とともに，
他では見ることのできない歴史的にも貴重な秘蔵フィルムや，
気楽に楽しめる映像トピックスなども収録しています。
新規コンテンツを随時公開しながら，
日々 新しい取り組みで活動する日立グループの「今」をご覧ください。

［公開中］

Stories of Technology
人と地球の未来を支えるために
―日立ショベル開発の足跡― 
新興国を中心に世界中で活躍している日立製
のショベル。現場でお客様に本当に必要とさ
れる機械を提供するという信念のもと，技術
を磨き，さまざまな製品を開発してきた日立
のショベル開発の歴史を紹介します。

［公開中］

自動採尿器
「ヒューマニー」
ユニ・チャーム株式会社と日立の共同開発に
よって誕生した「ヒューマニー」。在宅介護
の現場で負担の大きい「排泄（せつ）ケア」の
負担軽減を目的に開発されました。
このヒューマニーの製品化に至る軌跡を，開
発チームのインタビューや再現映像を交えな
がら描きます。

［公開中］

通天閣2011
生まれ変わる，なにわの灯火
大阪のシンボルである通天閣に掲げている日
立グループのネオンが2011年10月，5年ぶり
にリニューアルされました。このネオン改修
工事を行った，関係者たちの取り組みを紹介
します。

［公開中］

誰も見たことのない
世界を観る
「電子の波でミクロの世界を見てみたい」。
そんな動機から日立グループの先端研究の中
核である中央研究所に入所した外村彰。電子
顕微鏡の研究を通して，企業における基礎科
学に取り組む外村のあゆみを辿ります。
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